
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３３１１１

基盤研究(C)

2013～2011

臨床経済学で用いられる効用理論に関する概念的，倫理的問題の体系的研究

Systematic research of utility theory in clinical economics

００３３９９５４研究者番号：

能登　真一（Noto, Shinichi）

新潟医療福祉大学・医療技術学部・教授

研究期間：

２３５９０６２５

平成 年 月 日現在２６   ６ １７

円     3,900,000 、（間接経費） 円     1,170,000

研究成果の概要（和文）：本研究は臨床経済学で最終のアウトカムとして用いられることの多い質調整生存年（QALY）
を算出する際に必要な効用値について，その理論的背景を検証することと，日本の政策への導入に関して倫理的課題を
整理することを目的に実施した．臨床経済学への効用理論の応用は1980年代に広まったが，現在では効用理論自体より
も計量経済学の発展に影響されている現状を把握した．特に離散選択分析を用いた効用値算出の研究が多くなっていた
．
　一方，効用理論の倫理的課題の一つである「死よりも悪い健康状態」については，国内の1,000人以上の対象者から
の回答で，イギリス国民などとのかい離が大きくないことが示唆された．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to verify the theoretical background for that health 
utility for calculating quality-adjusted life years (QALY) in clinical economics, and to carry out the eth
ical issue for Japanese clinical policy. The application of utility theory to clinical economics spread ou
t in the 1980s, we found that a growth in the application of the econometrics than utility theory in itsel
f now. In particular, studies using the discrete choice experiment method increased.
On the other hand, about the health states for "worse than dead (WTD)" that was one of the ethical issue o
f utility theory, we found that there wasn't large difference of value for WTD between Japan and UK.  
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１．研究開始当初の背景 
（１）臨床経済学で扱われる薬剤を含めた

医療技術の評価については，日本国内におい
ても一定のエビデンスが蓄積されるように
なってきた．しかしながら，海外に目を向け
るとその学問的進歩も然ることながら，その
費用対効果のエビデンスが政策への反映と
いう形で導入される国が多くなってきてい
る．その背景にあるのは，医療技術の進歩と
高齢化による医療費の膨大化である．しかし
それらに加えて，それぞれの国民の中に医療
を限られた資源としてとらえ，それをいかに
効率良く配分するかという合意が一定程度
形成されていることも重要な要因の一つで
ある． 

 
（２）効用理論を用いた手法とは人の健康状
態を「効用値」という健康関連 QOL の値に
置き換えて表わし，それを基にして計算され
る質調整生存年（QALY：Quality Adjusted 
Life Years）1 年当たりの費用を比較するもの
である．この QALY を用いることについては
様々な議論があるものの，先述の海外各国で
は広く受け入れられている手法でもある．こ
れまでの研究では，効用理論について，日本
国内でその概念的，倫理的研究がほとんど実
施されていないことを指摘してきた．  
 
２．研究の目的 
（１）欧米を中心としたすでに費用対効果の
システムが医療政策へと反映されている諸
外国における効用理論に関する議論と，効用
値測定のための方法論を整理すること． 
 
（２）Known people に対する効用値の評価
と健康状態に対する価値観についての国際
比較をすること． 
 
３．研究の方法 
（１）イギリスやカナダ，オーストラリアな
ど医療政策に費用対効果のエビデンスが導
入されている諸外国において，効用理論がど
のように発展し，その過程でどのような議論
があったかをレビューし，それらから現状の
問題点は何かを整理した． 
 
（２）海外における効用値測定の方法論や倫
理的に問題となるような諸問題（例えば，「死
よりも悪い状態」）の測定方法などについて
は，それらの研究が特に進んでいるイギリス
での取り組みを導入するための調査を実施
した． 
 
（３）臨床現場で一定の健康状態にある，
Known People に対して健康状態の効用値評
価を実施した．対象疾患は脳血管疾患，整形
疾患，神経難病などとし，それぞれ時間得失
法，基準的賭け法といった直接法と EQ-5D
や Health Utilities Index といった間接法に
よって効用値を測定した． 

 
４．研究成果 
（１）効用理論の応用，つまり効用値の測定
方法について，イギリスでの調査を含めて研
究の過程で知り得たことは，これまで効用値
を算出するための直接法として Standard 
Gamble 法や Time Trade-Off 法が知られて
い た が ， 近 年 は Discrete Choice 
Examination 法という方法が使用し始めら
れていることと，それを用いた効用値の算出
には計量経済学のモデル構築が欠かせない
現状になっているということが把握できた．
これらの多くは EQ-5D のモデリングを通し
て検証されていた．またこれとは別に，海外
における効用値測定の方法論や倫理的に問
題となるような諸問題（例えば，「死よりも
悪い状態」）の測定方法などについては，よ
り鮮明，つまり障害の状態を「死よりも悪い」
とする結果が報告され，日本との相違を検討
する余地がより深まっていることも明らか
となった． 
（２）全国の 1,000 人以上を対象にした調査
において，理論的に「死よりも悪い状態」で
長生きしたくないと回答した国民が 50％を
超えたり，「移動が困難な状態」で生きるこ
とよりも死を選ぶと回答した国民が 20～
30％存在したりすることが分かった（図）．
この数値はイギリスでの調査の数値よりも
少ないものの，日本人の健康に対する価値観
が「より健康な状態で長生きすること」にシ
フトしていると示唆された． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図．EQ-5Dを用いたWTDの比較（％） 
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